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第１８８８回埼玉県教育委員会定例会  

 

１  日  時  令和２年８月１１日（火）  午前１０時開会  

 午後０時９分終了  

 

２  場  所  埼玉県教育局教育委員会室  

３  出席者  髙田教育長、上條教育長職務代理者、後 委員、伊倉委員、遠藤委員、

石川委員、萩原副教育長、佐藤教育総務部長、日吉県立学校部長、関口

市町村支援部長、豊田県立学校人事課長、片桐市町村支援部参事兼小中

学校人事課長、八田義務教育指導課長、竹井特別支援教育課長、島村財

務課長、加藤教育政策課長  

栗原書記長、古澤書記、森山書記  

４  会議の主宰者   髙田教育長  

５  会  議  

(1) 前回議事録の承認  

о  全出席委員異議なく本件記載どおり承認  

о  髙田教育長が、伊倉委員を議事録の署名者に指名した。  

 

(2) 議事  

第６４号議案  令和３年度当初教職員人事異動方針について  上程  

豊田県立学校人事課長  （提案理由及び基本方針について説明）  

上條教育長職務代理者  ３点伺います。１点目は、令和２年度の人事異動方針と

の違いがどこにあるのか。２点目は、各学校に行きますと、どこの学校も比較

的、若手とベテランが多く、中堅が少ないＭ字型カーブのような傾向にあると

思いますが、今の状況をどのように捉えているのか。徐々に是正されているの

かどうか。３点目は、同一校勤務年数の長い者とは、大体何年ぐらいを目途に

考えているのか。以上の３点について、教えてください。  

豊田県立学校人事課長  昨年度との違いについてですが、いくつかの項目を削除
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しました。条例等で規定されているものについては、あえて載せる必要はない

だろうという観点から項目を整理しました。  

髙田教育長  具体的に説明してください。  

豊田県立学校人事課長  退職、再任用、勧奨退職の項目を削除しました。  

髙田教育長  令和２年度当初の人事異動方針には、退職、再任用について、どう

規定されているのか。令和２年度はこう規定されていて、令和３年度はこう変

更するという形で具体的に説明をしてください。  

豊田県立学校人事課長  令和２年度の人事異動方針では、「１  基本方針」と「２  

転任・転補」の間に、「２  退職」の項目がありました。「２  退職」には、「退

職については、職員の定年等に関する条例の定めるところによる。」と「教職員

の年齢構成不均衡を解消するため、勧奨退職制度の活用を図る。」という文言

がありましたが、今回削除しています。また、「３  登用等」の項目が、令和２

年度は「４  採用等」となっていまして、その項目には、「教職員の採用は、採

用候補者名簿に記載された者の中から行う。」と「定年退職者等の再任用につ

いては、職員の再任用に関する条例の定めるところによる。」という文言があ

りましたが、削除しています。いずれも、条例等に規定されているなど、あえて

載せる必要がないと判断して削除しています。  

上條教育長職務代理者  今の回答についてですが、要するに、内容をシンプルに

したり、分かりやすい表現に変えたりして、市町村教育委員会がより理解しや

すいようにする狙いがあったのでしょうか。また、民間企業でも定年退職が延

長される傾向にありますが、そういうことを踏まえて、経験のある方が定年退

職後に再任用されやすいようにする意図・狙いがあって変更したのでしょうか。

分かりやすさと今の時代の流れを踏まえた形に変えた、そういう狙いがあった

のでしょうか。  

豊田県立学校人事課長  一番の理由は、分かりやすくしたということです。  

片桐市町村支援部参事兼小中学校人事課長  市町村教育委員会に対して、人事異

動方針を説明する際において、退職又は採用については、条例で規定されてい

ることですので、内容が分かっていることは削除して、上條委員の御指摘のと
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おりシンプルにしたところです。また、勧奨退職についてですが、一時、勧奨退

職制度の活用を促していた時期もあったのですが、今は周知徹底されています

し、勧奨退職を積極的に活用してもらうという段階でもありません。定年延長

や今後の再任用を見据えて、来年度の人事異動方針では削除いたしました。  

萩原副教育長  補足させていただきます。人事異動方針につきましては、人事異

動の基本方針ですので、劇的に変更することはよろしくないということもあり

ますが、時代の要請に応じて変更していくことも大切と考えております。先ほ

ど、課長から説明がありましたが、時代の変遷に伴って状況が変わっているに

もかかわらず、前例踏襲している文言がありました。その点につきまして、見

直す必要がありました。人事異動方針を見直すに当たり、急激に変更すると市

町村教育委員会に対して影響がありますので、今回は必要最小限の改正を行っ

たものです。  

豊田県立学校人事課長  ２点目の質問についてです。若手とベテランのＭ字型

カーブについてですが、相変わらずその傾向にあります。年数の経過とともに

グラフが右へ動くのは当然のことですが、再任用が増えたり、退職に伴う若手

が増えたりする傾向が続くと認識しております。  

上條教育長職務代理者  人材構成が変わってくると、研修ですとか、あるいは校

内における指導体制が変わってくると思います。各学校・各市町村教育委員会

には、研修の受講ですとか、校内の指導体制については、各校の人材構成を踏

まえて、よく考えるように伝えていただきたいと思います。  

豊田県立学校人事課長  同一校勤務年数の長い者についてですが、採用されてか

ら１校目ですと５年以内、２校目ですと７年以内、３校目ですと１０年以内と

いう目安があります。この目安を基に、同一校勤務年数が長期にならないよう

に、人事担当が注意して人事異動・配置をして是正しています。ただし、各学校

によって実情が異なりますので、教科・科目によっては、異動が難しい場合も

あります。その場合は、校長から聞き取りを行いますし、校長は所属職員から

面談等で聞き取りを行っています。人事異動については、注意して進めていき

たいと考えています。  
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上條教育長職務代理者  学校にとって、良い気風を残していかなければならない

部分もありますし、新しい風を入れることで学校が活性化するケースも多々あ

ると思います。その点については、校長とコミュニケーションを取って、対応

してほしいと思います。  

片桐市町村支援部参事兼小中学校人事課長  小・中学校の年齢構成についてです。

Ｍ字型カーブであることに変わりはありません。一番薄い層が４１歳から５０

歳の層で、全体の２割弱となっています。その他の層は、全て２割を超えてい

ます。ただ、新規採用によって、徐々に解消されてきています。こうした状況

は、市町村教育委員会にも伝えて、工夫して人事配置が進められるように、話

合いをしているところです。また、同一校勤務年数についてですが、同一校で

１０年以上は勤務しないようにしていて、１０年を超える場合には必ず人事異

動をするようにしています。また、新規採用者について、採用から５年の間で

異動する、いわゆる経験人事については、市町村教育委員会の協力もあって、

ほぼ全てで進められています。もっとも、中には、産休・育休や病休に入ってい

て異動ができない者もおります。その場合は、復帰次第、異動させています。  

豊田県立学校人事課長  県立高校のデータを補足させていただきます。２０代が

１６．１％、３０代が２６．３％、４０代が１９．２％、５０代が３２．９％、

６０代が５．６％となっています。小・中学校と同様にＭ字型になっておりま

す。  

遠藤委員  基本方針３にある「地域差・学校差」についてです。年齢構成不均衡に

焦点を当てていますが、それだけではなくて、先ほどの話にもありました社会

情勢の変化に応じて、地域の特性を常につかんで、教員の異動を行っていく必

要があると思います。例えば、臨時的任用が多い学校があって、異動によって

臨時的任用を是正していくなど、いろいろな情勢の変化が激しいので、それに

応じて地域差や学校差を考えていく必要があると思います。基本方針としては、

これで良いと思いますが、そういった背景もきちんと踏まえる必要があるので

はないかと思います。  

豊田県立学校人事課長  校長との面談を通して、そういった様々な情勢の変化の
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把握に努めたいと思います。  

後 委員  埼玉県教育振興基本計画に基づいて、この異動方針があるものと思い

ます。「適材を適時に適所に配置する」というのは、もっともなことだと思いま

す。昨年度も質問がありましたが、「３  登用等」の「女性教職員の管理職への

積極的な登用に努める」についてです。先ほど、副教育長から前例踏襲のお話

がありましたが、毎年いろいろなことをして成果が上がらない場合には、また

違ったことを考えていかなければいけないと思います。女性教職員の管理職に

ついて、昨年度と一昨年度では、どのくらい数字が変わっているのでしょうか。  

豊田県立学校人事課長  公立高校及び県立中学校の校長についてですが、一昨年

度は１４６人中１２人となっていて、昨年度も１４６人中１２人となっていて

同じです。割合にすると８．２％です。教頭につきましては、９．６％から１

２．６％に増えております。特別支援学校の校長では、１３．９％から１０ .８％

に減っております。教頭の場合は、２０．２％から２０．６％に若干、増えてお

ります。  

片桐市町村支援部参事兼小中学校人事課長  市町村立の小・中学校の校長につい

てです。直近３年間の推移で申し上げますと、平成３０年度が１３．７％、平成

３１年度が１５．３％、令和２年度が１７．０％となっていて、校長について

は、徐々に増えている傾向にあります。教頭については、平成３０年度が１６．

６％、平成３１年度が１８．５％、令和２年度が１９．９％となっていて、教頭

については、かなり増えてきているという認識です。全体で、昨年度は１６．

９％だったのが令和２年度では１８．５％となっていますので、徐々に女性登

用が進んでいる現状です。  

後 委員  一昨年度から昨年度で数字が伸びているのは、具体的な意識付けや意

識調整がうまく図られた結果なのではないかと思います。また、さいたま市と

の人事交流についてです。昨年度の会議では、さいたま市側も人事交流の意向

があるけれど、結果的に人事交流ができていないということでした。今年の状

況は、どのようになっているのでしょうか。  

豊田県立学校人事課長  さいたま市の担当者と話をする機会はありますが、結果
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的に、高校での人事交流は、県からさいたま市への異動が４人、さいたま市か

ら県への異動が４人となっています。  

片桐市町村支援部参事兼小中学校人事課長  小・中学校での人事交流についてで

す。令和２年度の県からさいたま市への異動は２人でした。一方、さいたま市

から県への異動はありませんでした。さいたま市との期限付きの人事交流につ

いては、一時は行っていましたが、今は、さいたま市と話合いをしているとこ

ろです。さいたま市の方で、どういう形で進めていくか考えていて、話合いを

継続しています。できれば来年度、若しくは再来年度には実現させたいと考え

ております。  

後 委員  昨年度も同様の答弁だったと思いますが、基本方針の大項目として掲

げていますので、進めてほしいと思います。担当者が変わると、また１からや

り直しということもありますので、今年はここまで話合いが持てていて、今後

はこんな狙いを持っているなど、毎年毎年、まとめていくと翌年の結果に表れ

てくると思います。目標に対して今どこまで交流が進んでいるのか、具体的に

詰めることが大事だと思います。進捗状況と今後の目標を具体的に持って、進

めてほしいと思います。  

о   全出席委員異議なく本案原案どおり可決  

 

(3) 協議事項  

ア  令和３年度埼玉県立伊奈学園中学校において使用する教科用図書の採択につい

て  

八田義務教育指導課長   （提案理由、令和３年度使用教科用図書及び発行者一覧、

埼玉県教科用図書選定審議会答申、教科用図書調査研究結果等について説明）  

髙田教育長  この協議につきましては、県立伊奈学園中学校の教科用図書採択に

関する協議でありますので、教科用図書の発行者との関わりがあれば、発言を

お願いします。  

 （発言なし）  

髙田教育長  特にないようですので、このまま先に進めます。この件について、
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協議いたします。協議の進め方ですが、まず、事務局の説明に対する質疑を行っ

た後、委員方には、伊奈学園中学校を訪問していただきましたので、その際の

学校の様子や校長との意見交換を行っての御意見・御感想を伺いたいと思いま

す。その後、それぞれ委員方には、教科用図書の調査・研究をしていただきまし

たので、その御意見を伺いたいと思います。そして、採択案をまとめるに当たっ

ての総括的な質疑や意見交換を行っていただきたいと思います。それでは、ま

ず、事務局の説明に対する質疑を行います。御質問はありますか。  

上條教育長職務代理者  今、御説明がありました資料４の「県立伊奈学園中学校

における令和３年度使用教科用図書調査研究結果」についてです。教科ごと、

あるいは発行者ごとに、かなり詳細にまとめてあります。（ア）・（イ）・（ウ）

の三つの観点についてです。来年度から学習指導要領が新しくなりますが、学

習指導要領の改訂内容を踏まえた観点になっていて、さらに、この三つの観点

に基づいて、伊奈学園中学校として、新しい教科書の調査研究を行ったと考え

てよろしいのでしょうか。  

八田義務教育指導課長  そのとおりでございます。  

遠藤委員  伊奈学園中学校では、かなり前から、今度の学習指導要領の改訂を意

識している様子が伺えます。そういう意味では、この調査研究結果にも反映さ

れていると思います。上條委員お話のとおり、今回の改訂を押さえたものになっ

ていると思いますし、説明していただいて参考になります。我々は、どの程度、

この調査研究結果を意識して見ていく必要があるのでしょうか。  

八田義務教育指導課長  伊奈学園中学校では、教科担当を中心に調査研究を行い

まして、１か月程度を掛けて、管理職が取りまとめを行ったものです。その中

で、保護者の意見を踏まえたり、学校目標と照らし合わせたりしています。そ

して、教科書採択につきましては、教育委員の判断で採択していただくもので

す。学校では、学習指導要領の改訂を踏まえた三つの観点から調査研究資料を

作成しました。こうした調査研究資料も参考に、採択をお願いしたいと考えて

おります。  

遠藤委員  分かりました。この調査研究資料の位置付けを確認できました。  
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石川委員  学校では、詳細な調査研究をしたということですが、もう少し具体的

に、どのような調査研究が進められたのか、詳細を教えてください。  

八田義務教育指導課長  まず、プロセスにつきましては、先ほど御説明しました

とおり、各教科担当を中心に、担当教科について調査研究を行いまして、管理

職が取りまとめ作成したものです。その中で、生徒の実態や自彊創生（じきょ

うそうせい）という学校の教育目標との兼ね合いや、保護者の意見等を踏まえ

て作成しています。内容面につきましては、先ほど上條委員から御指摘があり

ましたが、新しい学習指導要領が中学校では来年度から全面実施されることを

踏まえて作成されたものと考えております。例えば、新学習指導要領で今回重

視されていることとして、「主体的・対話的で深い学び」という点が挙げられて

います。それを実現させるために、例えば、英語の各教科書では、実践的な内容

になるように、思考力・判断力・表現力の部分では、対話的な表現や発表の場面

が盛り込まれています。会話形式の記述が増えたり、実生活を意識したコミュ

ニケーションの場面あるいは現代的な課題についての記述が増えたりしていま

す。そういったことを踏まえて、各教科担当の教員が、調査研究資料を作成し

ました。もう一つは、カリキュラム・マネジメントについてです。これは、例え

ば、社会科の授業で学習した地域の伝統や文化について、学校にいるＡＬＴの

先生に説明してみるとか、そういった教科横断的な観点で授業が展開される工

夫が挙げられます。そういったカリキュラム・マネジメントの視点も踏まえて、

各教科書について調査研究がされていると考えています。  

後 委員  資料４の調査研究結果によって、たくさんの教科書の中から、三つの

観点を持って見ることができ、ありがたいと思いました。この調査研究結果が

あるがゆえに、教科書を読み解くことができました。まずは感謝したいと思い

ます。別紙２の「県立伊奈学園中学校使用教科用図書  令和２年度評価一覧」

についてです。これは、令和２年度の教科書の評価ですが、皆良い評価で記載

されていて、達成できなかった点とか、効果がなかった点などの記載がありま

せん。そういった評価はあったのでしょうか。  

八田義務教育指導課長  どの教科書も教科書検定を経て作成されていますので、
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一定水準は保たれた教科書であることを前提にしています。そうした中で、教

育上、効果があったことについて、この資料に記載しています。また、この評価

一覧は、今、学校が使用している教科書を評価しているものでして、新学習指

導要領を踏まえた評価になっておりません。参考資料として御査収していただ

きたいと思います。  

髙田教育長  ほかに御質問はありますか。  

 （発言なし）  

髙田教育長  それでは、次に移りたいと思います。私たちは、７月に伊奈学園中

学校を訪問しまして、授業を見たり、校長と意見交換を行ったりしました。そ

の際の御意見や御感想をお願いします。  

遠藤委員  学校を何度か訪問して感じたのは、既に、主体的で対話的な学習に取

り組んでいて、アクティブ・ラーニングを行っています。そういう意味では、期

待に応えるような教科書を選ばなければいけないという責任を感じています。

教員は、指導案の段階から、意識的に、積極的にそういったことに取り組んで

います。今回は、それに合う適切な教科書を選ばなければいけないと、つくづ

く感じました。  

伊倉委員  伊奈学園中学校を何度か訪問して、いつも感じるのは、先生方が、自

分たちの生徒に何を教えていくのか、何を学んでもらいたいのか、という視点

を強くお持ちであるということです。先ほど、課長から教科横断的な視点とあ

りましたが、学校内で共通理解や統一感があると感じております。遠藤委員お

話のとおり、先生方がより表現しやすいような、生徒たちに指導・支援しやす

いような教科書を選んでいきたいと思います。  

上條教育長職務代理者  年に１回は、伊奈学園中学校を訪問しています。選抜を

通して入学した生徒ということもあるかもしれませんが、見るからに、学力レ

ベルや意欲が総じて高いと感じます。先生方も、積極的に授業内容を工夫して

いて、例えば、プロジェクターをうまく活用するとか、アクティブ・ラーニング

をうまく活用するとか努力しています。先生方の意欲も高いと感じますが、だ

からと言って、ぎすぎすした受験勉強というイメージもありません。非常に、
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伸び伸びとした所を感じますので、素晴らしい環境だと思います。遠藤委員お

話のとおり、教育環境が更に充実するような、生徒たちの成長の助けとなるよ

うな教科書を選んでいかないといけないと思います。我々の責任の大きさを感

じています。  

後 委員  毎年、伊奈学園中学校を訪問するたびに、元気な女子生徒が多くいる

なと率直に感じます。まして今年は、コロナ禍の状況でしたが、そういった観

点から見ても、しっかり対策を取っていて、先生方も大分努力していると感じ

ました。アクティブ・ラーニングの授業のお話がありましたが、授業を見るた

びにクオリティが上がっているのではないかと感じましたし、対話的な学習に

ついても、密を避けながらグループディスカッションに取り組んでいました。

以前、授業を見た時には、時間に追われて最後のまとめる所まで行かなかった

ことがありましたが、今年は、最後の所まで生徒と一緒に考えることができて

いました。授業の質・クオリティも上がっていて、先生方の努力を感じました。

伊奈学園中学校では、生徒のプロフィールが廊下に貼ってあります。そこに書

かれている生徒の夢を見るのが楽しみで、伊奈学園中学校の生徒、特に、女子

生徒の夢は壮大で、はっきりしています。そういうのを見ると、学校の教育目

標とか、何のために学校に来ているのか、更にその先の進路として自分がどう

したいのか、はっきりとビジョンを描けている生徒が多いと感じています。埼

玉県で唯一の県立の中学校として、しっかりしていることに感銘を受けました。 

髙田教育長  私も久しぶりに伊奈学園中学校を訪問して、生徒たちの様子を見ま

した。後藤委員お話のとおり、１年生の自己紹介カードが貼ってありまして、

３月の終わりから５月まで休業が続いて、１年生の様子はどうかと思って見た

ところ、将来、社会の役に立ちたいと、たくさんの自己紹介カードに書いてあ

りました。志の高い子供たちが集まっていることが分かりました。そういった

子供たちの期待に応えられるように、教育委員会もしっかりしなければいけな

いと改めて思いました。ほかに御意見等はありますか。  

 （発言なし）  

髙田教育長  次に進みたいと思います。たくさんの教科書を委員にお届けしまし
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て、委員方には教科書の調査研究をしていただきました。調査研究した上での

御意見や御感想をお願いします。  

遠藤委員  最初に国語についてです。国語については、比較的重視しています。

教育目標を達成するためには、今回はより多様な、様々な方向からアプローチ

をしているものが良いだろうと思います。また、新しい学習指導要領における

能力の育成や新たな効果的な指導を考えますと、教員のカリキュラム・マネジ

メント能力がとても関わってきます。その辺りを考えて選ばなければいけない

と感じています。それに適する教科書は、幾つかあると考えています。  

上條教育長職務代理者  全体的な印象・感想として５点あります。１点目は、当

たり前の話になりますが、新たな学習指導要領についてです。先ほどの三つの

観点を意識して、教科書が組み立てられている感じがしました。２点目は、科

目間の横断的な取組が意識されています。例えば、国語でＳＤＧｓのことにつ

いて記述されているなど、いろいろな形がありました。また、３点目は、日常生

活での活用が、うまく記述されていることです。例えば、書写における葉書や

名札の書き方など、社会性を身に付けさせる工夫がよくできていると感じまし

た。また、４点目として、全般的に、ポイントがうまく示されていることです。

振り返りとか、この学習のポイントとか、私たちの時代の教科書には、そのよ

うなことは書いてありませんでした。自分たちで考えていたことや、授業から

ノートに書き取っていたことが、既に教科書に織り込まれていると思いました。

また、イラストとか図表とかの色合いが、非常に明るくなって分かりやすいと

思いましたが、以前の参考書のような感じもしました。生徒たちにとっては、

取っ付きやすいのだろうと思います。５点目は、生徒のイラストが書いてあっ

て、私はこう思いますとか、こんな見方もあるよとか、吹き出しが書いてあっ

て、主体的に考えさせる方向付けというものが、うまく取り入れられていると

いう感じがしたことです。全体を通しては、親切過ぎるという感じもしました

が、各科目トータルで見ると、そのような印象を持ちました。それぞれ出版社

ごとに考えると、これが良い、あれが良いというものが、それぞれありました。

個別の内容についてはコメントしませんが、全般としては、そのような印象を
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受けました。  

石川委員  どの教科書にもおおむね言えますが、例えば、一つの単元が終わった

ら単元の問題があって、章が終わったらそこで改めておさらいができる、といっ

た自分で学べる教科書になっています。コロナ禍では、在宅の学習を余儀なく

された生徒がたくさんいました。今後、新型コロナウイルスがどの程度まん延

するかどうかは誰にも分らないことではありますが、そういった場合でも、教

科書を積極的に活用することによって、在宅でも子供たちがしっかり勉強でき

れば良いと思います。どの教科書も、そのように整理されていると思いました。

もちろん、そういったことがあっては困りますが、在宅学習においても安心し

て使用できる教科書が多いという印象を受けました。  

上條教育長職務代理者  特徴のある教科書の中から、伊奈学園中学校の生徒の意

欲を生かせて、自主的に学べるような教科書を選んでいくことが重要だと思い

ます。  

遠藤委員  今回の教科書を見て、なぜ丁寧になっているのかというと、教員の方

から、様々な教え方を発想できるような工夫が含まれていて、また、子供たち

の教科書外の活動又は他の教科との連携がしやすい工夫が含まれているからだ

と思います。さらに、知識獲得型の教科、例えば社会の歴史などについてです

が、そういう教科の学習を変えていこうということです。それがなぜ起こった

のか、なぜそうなのか、出来事の背景を考えさせるような配慮がされていると

思います。こういうことが、伊奈学園中学校の生徒にとって一番必要なことで

す。伊奈学園中学校の授業形態を見ると、そういうものの密度が濃い教科書が、

一番良いと思います。英語にしても、今回の学習指導要領では、日本語能力を

取り上げています。単に英会話を楽しむだけではなくて、読解力を身に付けさ

せるような中身、例えば、物語をみんなで類推してディスカッションしていく、

そういった内容が求められています。そういうことを伊奈学園中学校も求めて

いるような感じがします。  

後 委員  新しい学習指導要領に基づいて教科書を選定するに当たっては、ただ、

事実を知るとか、記憶するとかというよりは、発展的な学習にどう生かせるか
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が大きな視点になるだろうと思いました。また、子供たちが教科書を開いた時

に、興味・関心をどう持たせるかという視点で、考えられている教科書が多い

なと思いました。さらに、「調べてみよう」、「考えてみよう」、「やってみよ

う」、「確かめよう」、「深めよう」といったキーワードが入っている教科書が

たくさんあって、自分の生活とどうつながっているのか考えさせる工夫があり

ました。実社会における課題とどうつながっていて、自分がどう行動していっ

たらいいかについて、考えさせる建て付けになっていると感じました。そうい

う意味では、環境問題など、いろいろな世界的問題・課題に対して、自分自身が

どう行動を取っていったらいいか、対話ができるような教科書というのが、伊

奈学園中学校にとって理想ではないかと思いました。  

伊倉委員  上條委員のお話のとおり、ぱっと見て楽しいと思うような教科書が多

くて、私たちの時とは全然違うなということは、毎年感じます。ただ覚えさせ

るのではなくて、自分の力で考えを導き出そうとする教科書ばかりです。また、

伊奈学園中学校の子供だけではなく、意外に、保護者にとっても読み物として

面白いのではないかと感じました。伊奈学園中学校の生徒は、いわゆる「置き

勉」をせずに、家に持って帰ると思います。お父さん・お母さんと一緒に教科書

を眺めることもあるのではないかと考えます。そう考えてみると、教科書は、

すごいなと感じます。子供たちよりも、むしろ、私たち親が見て「世の中がこう

変わってきているのか。」と考えさせるような教科書ばかりだと思いました。

伊奈学園中学校の生徒たちは、発展的な考え方をすることができる生徒が多い

と思いますので、その中から適切なものを選びたいと思います。  

八田義務教育指導課長  遠藤委員からお話がありましたカリキュラム・マネジメ

ントが大事になってくるということは、正にその通りだと思います。その中で、

上條委員から御指摘を頂きました教科横断的な学びをどう行っていくのか、あ

るいは、後 委員、伊倉委員のお話にありました日常生活の中での活用、自分

が関心ある事と自分に近い所にある社会のテーマとをどう結び付けていくのか

については、カリキュラム・マネジメントの中でも重要な視点だと考えており

ます。私もたくさんの教科書を拝見しまして、以前と比べて変わったという印
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象を持ちました。そうした所も、カリキュラム・マネジメントが重視されて作

成されたことによるものと考えています。  

髙田教育長  そのほか、御意見はありますか。  

 （発言なし）  

髙田教育長  委員方には、長期にわたり、たくさんの教科書を丁寧に研究してい

ただきました。ありがとうございました。それでは、採択案をまとめるに当たっ

ての御意見を伺いたいと思います。御意見はありますでしょうか。  

上條教育長職務代理者  今、各委員から、いろいろな意見が出たように、各委員

はたくさんの中学校の教科書の中身をよく見て、調査研究をしたところです。

また、伊奈学園中学校については、それぞれの委員が訪問して、委員によって

は複数回訪問していますが、授業内容や生徒・先生の状況を見てきた、理解し

てきたという背景があります。したがって、それぞれの委員が、その両方を総

合して、この教科書が良いだろうと考えているものがあると思います。前回の

道徳の教科書の採択の時のように、投票によって意見を集約する方法が、一番、

公正・適正と考えますが、いかがでしょうか。  

髙田教育長  一人一人委員が投票するということですが、他にありますか。  

後 委員  私たちは、何度も伊奈学園中学校を訪問して、大体の生徒の実情や学

校の実態を把握しているつもりです。今回、新しい学習指導要領の中で、主体

的・対話的で深い学びの実現のために、どんな教科書を使用したらいいのかと

いった視点で、調査研究をしてきました。それぞれの委員の意見を尊重して、

上條委員の提案のとおり、投票が良いと思います。  

髙田教育長  他にありますか。  

 （発言なし）  

髙田教育長  新しい学習指導要領が求める資質・能力を伸ばすために、どういう

教科書が良いのかという観点で、調査研究をしていただきました。伊奈学園中

学校にも再三訪問して、子供たちの様子などを見ていただきました。そして、

校長と意見交換をしていただいています。また、２年前の道徳の教科書を最初

に採択した時にも、投票をしていただいたということであります。委員方のそ
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れぞれの責任の下で、伊奈学園中学校の生徒に使ってもらって良いのではない

かという観点で投票をしていただいて、採択案をまとめてはどうかという御意

見でしたが、それでよろしいでしょうか。  

 о  全出席委員同意  

髙田教育長  それでは、委員方に個別に投票をしていただき、その結果により採

択案をまとめていきたいと思います。投票に当たっての具体的な方法について、

事務局から提案があればしてください。  

八田義務教育指導課長  それでは、投票の方法について、事務局としての案を御

説明させていただきます。まず、投票に使用する投票用紙についてでございま

すが、発行者を一覧にしたものを御用意いたします。これまでの調査研究の結

果や本日の意見交換等の内容を踏まえまして、採択するべきと考える発行者を

１者選んでいただきまして、投票欄に〇印を付けていただき、無記名による投

票を実施していただきたいと思います。投票用紙を回収した後は、事務局で集

計しまして、結果を発表いたします。その際、一番多く投票した発行者の教科

書を採択案として御決定いただきたいと思います。最も多く得票した発行者が

複数になるということも考えられますが、その場合は、教育長に採択案を決定

していただくということでいかがでしょうか。以上、投票の具体的な方法につ

きまして、前回の方法を踏まえ、事務局としての考え方を御説明いたしました。  

髙田教育長  前回の道徳の教科書を採択した時の投票の方法を踏まえて、事務局

から提案がありました。これまでの委員方の調査研究の結果や、本日の協議等

を踏まえて、無記名で投票していただいて、他の発行者よりも１票でも多く票

を得た教科書を採択の案とさせていただきます。一番票数が多かったものが複

数の場合には、私の責任で採択案を決定するということでよろしいでしょうか。 

о  全出席委員同意  

髙田教育長  それでは、そのような形で採択案をまとめることとします。投票用

紙がありましたら、配布をお願いします。  

 

о  事務局職員が、投票用紙を配布し、各委員は当該用紙に記入した。  
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о  事務局職員は、髙田教育長の指示により、各委員から投票用紙を回収し、集

計作業に当たることとなった。  

 

о  髙田教育長が協議事項アの協議を中断し、協議事項イの協議を先に行うこと

とする動議を提出  

 全出席委員がこの動議に賛成し、協議事項アの協議を中断し、協議事項イの

協議を行うこととなった。  

 

イ  令和３年度埼玉県立特別支援学校において使用する教科用図書の採択について  

竹井特別支援教育課長  （提案理由、中学校に準ずる教育課程で使用する中学校

用文部科学省検定済教科書、高等学校に準ずる教育課程で使用する高等学校用

文部科学省検定済教科書、及びその他の教科用図書について説明）  

髙田教育長  この協議につきましては、県立特別支援学校の教科用図書採択に関

する協議でありますので、教科用図書の発行者との関わりがあれば、発言をお

願いします。  

 （発言なし）  

髙田教育長  特にないようですので、このまま先に進めます。先ほど、中学校の

教科書について協議をしていただきましたが、同じように進めたいと思います。

まず、事務局の説明に対する質疑を行った後、各委員に特別支援学校を訪問し

ていただき、校長との意見交換をしていただきましたので、その点についての

御意見・御感想を伺います。また、教科書の見本をお渡ししていますので、調査

研究した上での御意見・御感想を伺いたいと思います。そして、最後に、採択案

をまとめるに当たっての御意見を伺いたいと思います。それでは、まず、事務

局の説明に対する御質問・御意見を伺います。  

上條教育長職務代理者  学校ごとに、障害の種別が違うということもあって、そ

れに適した教科書を選んでいくことになるわけですが、学校の中でも、障害の

種類や程度が違います。この子には教科書を使う、あるいは下学年の教科書を
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使う、あるいは一般図書を使う、というようなことをどう決めているのでしょ

うか。学校内で何らかのコンセンサス、例えば、教員同士の話合いですとか、研

究ですとかがあって決めているのでしょうか。それとも、特定の担任の先生が、

日頃のコミュニケーションの中から、一番適した教科書を選んでいるのでしょ

うか。どういう形で決めているのか教えてください。  

竹井特別支援教育課長  特別支援学校においては、児童生徒一人一人に応じた支

援プランというものを作っています。その作成に向けた保護者との話合いが

あって、こんな力を身に付けさせたいといった話合いをし、それがベースにな

ります。そういった中で、一つの学年で２種類程度、例えば、特別支援学校では

一般学級と重複学級の子供という捉え方もありますので、より実態に合わせた

教科書が使えるように決めているところです。もっとも、教科書だけで教える

わけではありませんので、教科書を補完する教材については、各学校で工夫し

ているところです。  

上條教育長職務代理者  確かに、我々が学校訪問をさせていただく中で、本当に

子供たち、生徒たちに違いがいろいろあります。したがって、先生方がそれぞ

れの生徒たちを見ながら、極めてパーソナルな状態に応じて、教科書や一般図

書を使ったり、手作りの様々な教材を準備したりして、生徒の成長とか、ある

いは能力の向上とか、自立だとか、そういったものの助けをしているなと実感

します。支援プランの中で保護者と十分に議論されているということを、今、

初めて知りましたが、なるほど、だから、ああいう形の授業が行われているの

だと十分に認識できました。  

遠藤委員  同じ障害であっても、個人によって差があります。そういう意味では、

全ての教科書を使うわけにもいかないので、ある程度、汎用性のあるものを選

んでいくのだろうと思います。その中で、教科書には絵が多いと思いますが、

絵とか図というのは、彼らにとって重要なものと思います。子供たちが慣れ親

しんだ絵などを探すのでしょうか。  

竹井特別支援教育課長  知的障害の特別支援学校では、自閉的な傾向を持つ子供

が多いです。そういった中で、自閉的な傾向を持つ子供の障害特性として、視
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覚優位というものがあります。例えば、絵ですとか、そういうものに対して、と

ても理解が進むところがあります。委員お話のとおり、全く興味を示さない絵

よりは、その子の発達段階の中で、今、こういうものに対して興味があるとい

うことを、当然、踏まえた上で、選定しているところです。  

後 委員  今、お話がありました支援プランに基づき一人一人に合った教育、１

０人いれば１０通りの教育ということですが、教科書やタブレットなど、いろ

いろな教材を使い分けている様子を現場でも見ていて、理解しているところで

す。学校の中で、十分な調査研究がされて教科書の選定がされているわけです

が、障害種別ごとに学校間でも横断的に調査研究をしていると説明がありまし

た。具体的に、どのような形で進めてきたのか、また、どんな課題があったのか

を教えください。  

竹井特別支援教育課長  今回、中学部の教科書ということで、やはり教科という

ものを大事にしています。特別支援学校にも各教科の免許を持っている教員が

いますので、当然、専門性を担保していく必要があると考えています。障害種

別ごとに作業部会というものがあります。各学校の各教科から４人程度、多い

ところで、例えば、肢体不自由の学校は９校ありますので９人が集まる作業部

会もありますが、その中で情報交換をして、この教科書のここが良いといった

資料を作ります。さらに、それをベースに、障害種別ごとに校長が集まって、教

科書選定に向けた勉強会をします。また、そこでの話合いの結果を各学校に持

ち帰って、各学校で議論を深めていただいて、今回の選定案という流れになっ

ています。  

後 委員  特別支援学校では、生徒の実情に合わせている中で、なかなか頻繁に

異動ができないと思います。やはり、他校の先生と交流することは、指導力の

向上にもつながりますし、お互い刺激を受けますので、そういった取組は良い

ことだと思います。一方で、先生方の負担になり兼ねないところもあると思い

ます。先日訪問しました蓮田特別支援学校では、消毒作業に１日１時間程度も

掛かってしまうと聞きました。これまでの何かの時間を削って、消毒作業に当

たらなければならないとのことでした。先生方の負担軽減についても努めてい
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ただきたいと思います。  

石川委員  障害の種別や程度、それぞれ一人一人、正にオーダーメイドの教育が

必要ということで、それぞれ学校が教科書を選んでいると思います。また、以

前、けやき特別支援学校では、元々いた学校の教科書ではなく、けやき特別支

援学校の教科書を使用すると聞きました。この学校の場合には、在籍期間が、

数か月の短い生徒もいれば、年単位の長い生徒もいると思います。その場合で

も、先ほどの支援プランを個々に、毎回作成しているのでしょうか。その上で、

前の学校で使用していた教科書との整合性については、どのように合わせてい

るのでしょうか。  

竹井特別支援教育課長  委員お話のとおり、半年以上入院するケースもあれば、

短いケースで２週間程度の場合もあります。いずれにしても、学習空白を作ら

ないという観点が、非常に大事だと考えています。支援プランを作るケース、

作らないケースがありますが、作らないケースでも、前籍校の先生方と必ずや

り取りをするようにしています。そういったところでの引継ぎは、十分に行っ

ています。  

髙田教育長  ほかに御質問はありますか。  

 （発言なし）  

髙田教育長  それでは次に進めたいと思います。委員方には、６月に１４校の特

別支援学校の校長と意見交換をしていただきました。さらに、先ほどお話があ

りましたが、肢体不自由の特別支援学校である宮代特別支援学校と蓮田特別支

援学校を訪問していただきました。これらを踏まえて、御感想や御意見を伺い

ます。  

伊倉委員  まずは全体的なことになりますが、教育委員となって、特別支援教育

というものを知ることができて、本当の教育、本来、教育はこうあるべきだと

感じます。先ほど、課長から支援プランの説明がありましたが、一人一人に寄

り添った教育がなされているということは、現場を見ていつも実感します。ま

た、現場の先生方が、熱意を持って、児童生徒に寄り添っていることを強く感

じることができます。今回、先生方は、児童生徒のために一生懸命、教科書を選
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んでいただいたことと思いますし、非常に信頼感を持っているところです。  

上條教育長職務代理者  先ほどの繰り返しになりますが、学校訪問をさせていた

だくと、先生方の日常の努力が見えて、第三者的には、なかなかここまではで

きないと言えるくらいのきめ細かい対応をしていただいています。有り難いこ

とだと思います。今は、コロナ禍で本当に大変だと思います。引き続き、頑張っ

ていただきたいと思います。また、校長先生方のお話を聞いて、今回の教科書

選定に関して思うことは、目の前に生徒たちが見えているということです。一

般の中学校に比べて、パーソナルだけど人数は多くありませんので、一人一人

を見て、適した教科書を選定していると思います。また、先生方は十分に打合

せをして、学校内で勉強会や選定委員会をして、校長自らもよく関わりながら

組織的に選定しているということもよく分かりました。校長についても、一般

の中学校の校長より、現場に近い感じを受けます。その点については、安心感

があると思います。  

後 委員  学校訪問をさせていただくたびに、どこの特別支援学校でも、本当に

きめ細かい教育がされていると実感します。ここ数か月で感じるのは、特別支

援学校でＩＣＴの活用が、どんどん進んでいることです。県立高校で言えば、

学校が休校になった時の一つの手段として、ＩＣＴを活用したわけですが、特

別支援学校においては、学校にどうしても来られない在宅の生徒と学校とをつ

なぐ、本当に貴重な尊いツールだと感じました。ＩＣＴ化によって、動けない

子供が、タブレット等を通して疑似体験ができるということは、彼らにとって

大きなことだと思います。是非、リモートだったり、オンラインだったり、どの

学校でも、全生徒が活用できる仕組みをいち早く整備することが大事だと、学

校訪問をして思いました。タブレットを使って楽しそうにしている多くの子供

たちを見て、教科書や本を使うことも大事だとは思いますが、タブレットを使っ

て子供たちの興味・関心を高めるということも是非、取り組んでいただきたい

と思います。  

髙田教育長  そのほか、御意見はありますか。  

 （発言なし）  
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髙田教育長  それでは、特別支援学校の子供たちが使うという観点で、教科書を

調査研究していただきました。その点での御感想などを伺います。私から感想

を申し上げますと、上條委員からお話があったとおり、各特別支援学校では、

自分が担当している子供たちＡさんＢさんＣさんと具体的に子供の顔が浮かん

でいる中で、どの教科書を使ったらいいのか調査研究をしています。したがっ

て、中学校や高等学校のように、たくさんの子供たちが使う教科書とは別の視

点で、調査研究するということが大事だろうと思います。そういう意味では、

教科書の種類がたくさんありますが、この子にとったらこの教科書がいいだろ

う、この子だったらこれがいいだろうと、個別具体的に教科書を選んでいく全

く別の視点の調査研究があると思います。一方で、私たちは、具体的な子供た

ちの顔が見えていない中で、教科書を選んでいくのは、なかなか難しいことと

思います。そういった意味では、学校の先生方に、しっかり調査研究をしてい

ただくことが大事だろうと思います。  

遠藤委員  特別支援学校の子供たちにとって、やはり学びが生きることに直結し

ていると思います。先生方も、そこを意識して、この子にはこの知識を与えて

あげたい、これを学べば次が見えてくる、次のステップに行ける、そういう思

いを持っている感じを受けます。先生方の考え方で選んだ教科書については、

是非、尊重したいと思います。  

髙田教育長  他にありますか。  

 （発言なし）  

髙田教育長  それでは、採択案をまとめるに当たっての御意見を伺います。  

上條教育長職務代理者  我々は、学校訪問を様々な形でさせていただき、また、

校長先生方との意見交換会をさせていただきました。これまで議論されてきた

ように、一般の中学校以上に、現場の理解ですとか、選定のプロセスの公平性・

適切性が確保されているということが、委員全般の共通認識として持っていま

す。また、個々の生徒たちの顔が見えて、それぞれに適したものが申請されて

きている点においても信頼が置けます。学校からの申請案を重要視したいと思

います。  
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髙田教育長  他にありますか。  

 （発言なし）  

髙田教育長  それでは、上條委員からお話がありましたが、学校は、組織的に子

供たち一人一人の実態に応じて教科書を選定しました。課長から説明がありま

したが、障害種ごとに先生方が集まって検討し、学校に持ち帰って学校内で検

討し、校長同士も意見交換をしながら、個別具体の子供たちの顔を思い浮かべ

ながら選定案を作ってきました。そのプロセスの透明性についても、信頼が置

けるだろうとお話がありました。そういったことを総合的に勘案して、資料に

あります「１  中学校に準ずる教育課程で使用する中学校用文部科学省検定済

教科書」、「２  高等学校に準ずる教育課程で使用する高等学校用文部科学省

検定済教科書」、「３  その他の教科用図書」の資料のとおり選定案を採択案と

して次回の教育委員会で審議したいと思いますが、よろしいでしょうか。  

о  全出席委員同意  

髙田教育長  それでは、そのようにさせていただきます。事務局は、次回教育委

員会で審議しますので準備してください。協議事項イについては、ここまでと

します。  

о  協議の結果、次回の教育委員会で採択することになった。  

 

о  髙田教育長が、中断していた協議事項アの協議を再開することとする動議を

提出  

 全出席委員がこの動議に賛成し、協議事項アの協議を再開することとした。  

 

ア  令和３年度埼玉県立伊奈学園中学校において使用する教科用図書の採択につい

て  

о   事務局職員による集計作業及び確認作業が終了し、髙田教育長が集計結果を

確認した。  

 

髙田教育長  事務局は、投票結果を発表してください。  
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八田義務教育指導課長  それでは、結果を御報告申し上げます。国語につきまし

ては、東京書籍０票、三省堂０票、教育出版２票、光村図書４票でございまし

て、光村図書が最多得票でございました。書写につきましては、東京書籍０票、

三省堂２票、教育出版０票、光村図書４票でございまして、光村図書が最多得

票でございました。社会・地理的分野につきましては、東京書籍２票、教育出版

０票、帝国書院４票、日本文教出版０票でございまして、帝国書院が最多得票

でございました。続きまして、社会・歴史的分野につきましては、東京書籍１

票、教育出版０票、帝国書院０票、山川出版社０票、日本文教出版０票、育鵬社

５票、学び舎０票でございまして、育鵬社が最多得票でございました。社会・公

民的分野につきましては、東京書籍２票、教育出版０票、帝国書院０票、日本文

教出版０票、自由社０票、育鵬社４票に投票があり、育鵬社が最多得票でござ

いました。地図につきましては、東京書籍０票、帝国書院６票でございまして、

帝国書院が最多得票でございました。数学につきましては、東京書籍０票、大

日本図書０票、学校図書０票、教育出版０票、啓林館０票、数研出版６票、日本

文教出版０票でございまして、数研出版が最多得票でございました。理科につ

きましては、東京書籍４票、大日本図書１票、学校図書０票、教育出版０票、啓

林館１票でございまして、東京書籍が最多得票でございました。音楽・一般に

つきましては、教育出版０票、教育芸術社６票でございまして、教育芸術社が

最多得票でございました。音楽・器楽合奏につきましては、教育出版０票、教育

芸術社６票でございまして、教育芸術社が最多得票でございました。美術につ

きましては、開隆堂０票、光村図書２票、日本文教出版４票でございまして、日

本文教出版が最多得票でございました。保健体育につきましては、東京書籍０

票、大日本図書０票、大修館４票、学研教育みらい２票でございまして、大修館

が最多得票でございました。技術・家庭の技術分野につきましては、東京書籍

０票、教育図書０票、開隆堂６票でございまして、開隆堂が最多得票でござい

ました。技術・家庭の家庭分野につきましては、東京書籍１票、教育図書０票、

開隆堂５票でございまして、開隆堂が最多得票でございました。英語につきま

しては、東京書籍０票、開隆堂３票、三省堂２票、教育出版０票、光村図書１
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票、啓林館０票でございまして、開隆堂が最多得票でございました。道徳につ

きましては、東京書籍０票、教育出版０票、光村図書０票、日本文教出版０票、

学研教育みらい２票、廣済堂あかつき４票、日本教科書０票でございまして、

廣済堂あかつきが最多得票でございました。以上でございます。  

髙田教育長  ただいま、事務局から発表がありましたが、確認のため、私からも

う一度、申し上げます。国語については光村図書を、書写については光村図書

を、社会・地理的分野については帝国書院を、社会・歴史的分野については育鵬

社を、社会・公民的分野については育鵬社を、地図については帝国書院を、数学

については数研出版を、理科については東京書籍を、音楽・一般については教

育芸術社を、音楽・器楽合奏については教育芸術社を、美術については日本文

教出版を、保健体育については大修館を、技術・家庭の技術分野については開

隆堂を、技術・家庭の家庭分野については開隆堂を、英語については開隆堂を、

道徳につきましては廣済堂あかつきを、それぞれ採択案としてよろしいでしょ

うか。  

о  全出席委員同意  

髙田教育長  それでは、以上を採択案として決定させていただきます。次回、事

務局の提案を受け、審議したいと思います。事務局は、次回審議に向けて準備

をお願いします。  

о  協議の結果、次回の教育委員会で採択することになった。  

 

(4) 報告事項  

県議会令和２年６月定例会概要について  

島村財務課長  （提出理由、会期、本会議の質問、付託議案、文教委員会における

報告事項及び人材育成・文化・スポーツ振興特別委員会における審査事項につ

いて説明）  

 

(5) その他  

上條教育長職務代理者  新型コロナウイルス感染症の感染者数の拡大が、一向に
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収まらない中で、県立高校でも新規感染あるいは感染の拡大がありました。ま

た、他県でも私立学校で大きな感染拡大がありました。特に、運動部の部活動

の状況についてです。夏季休業中ではありますが、部活動の状況がどうなって

いるのか、あるいは今後の部活動について、県としての指導の方向性がどうなっ

ているのか、お話しいただけますでしょうか。  

栗原総務課長  学校は６月１日から再開をしましたが、部活動については、学校

再開後も当面の間は中止としていました。６月２２日から段階的に、部活動を

再開しているところです。その再開に併せて、県から各学校に通知をしていま

して、その中で具体的な留意点を挙げています。まずは、部活動の前に検温と

体調の確認をしっかりすること、あとは、各競技団体が示した競技の特性に応

じた留意点に準じて、各競技の個別の留意点を示しています。例えば具体例を

挙げますと、柔道で乱取りをすると密着は避けられないので、そういった練習

はしないといったものです。いろいろな競技で、代替大会が開催されていたり、

これから開催されたりしますが、大変残念なことに柔道については、そういっ

た大会も実施できない状況です。夏季休業中ですと、例年は合宿を実施したり、

他県へ対外試合に行ったりしていますが、今年の合宿については、実施場所が

校内であっても、実施しないよう徹底しています。また、対外試合についても、

泊を伴う練習試合などは禁止しています。もっとも、上條委員の御指摘のとお

り、県立高校でも感染例が出てきていますので、改めて、８月３日に感染症拡

大防止の徹底について通知いたしました。その中では、新たな抑制策は示して

いませんが、各地域や学校の感染状況に応じて、部活動の計画を見直すように

通知しています。中学校であれば同一市町村内で感染が拡大しているケース、

高等学校であれば自校に感染者がいるケースについては、状況に応じて、予定

されている練習があっても、縮小を検討するように通知をしています。  

上條教育長職務代理者  東京都、埼玉県は非常に感染者数が多いので、現状を見

ると、当面は十分に注意をしつつ、一定の制約や我慢の中で、部活動をするこ

とになるとは思います。もっとも、何に注意したらいいか非常に分かりにくい

ところもあります。現状、市中感染という形で拡大しているように感じますの
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で、注意してほしいと思います。そういったことに留意するよう指導してほし

いと思います。また、指導者側、大人側が感染することも多々あると思います。

教員・指導者に対しても日頃から注意するよう十分に指導をお願いしたいと思

います。  

髙田教育長  特段の特効薬があるわけではありません。夏休みに入って、子供た

ちも若干、気が緩んでいるところがあるかもしれません。「３つの密」を避ける

とか、消毒をするとか、マスクの着用を励行するとか、何より規則正しい生活

をするなど、改めて注意喚起をしたいと思います。  

 

(6)  次回委員会の開催予定について  

８月２６日（水）午前１０時  

 

＜非公開会議結果＞  

第６３号議案  県議会令和２年９月定例会提出予定案件について  

 県議会令和２年９月定例会提出予定案件の原案を決定しました。  

 


